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デュアルユースについて考えを深めるには
どのようにしたらよいか？
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花木 賢一



問い

感染症（・病原体）研究者に
デュアルユース問題

を意識させるにはどうしたらよいか？



バイオセキュリティバイオセーフティ

• 微生物実験手技
• 標準作業手順
（SOP）

• 一次封じ込め
（安全キャビネッ
ト、個人防護具
等）

• 二次封じ込め
（施設、空調等）

• 教育訓練

• ロック付きドア
• パスワード/ PIN
• カードリーダー
• 生体認証（指紋）
• 監視カメラ
• 情報セキュリティ
• 警備員
• フェンス
• 窓の格子
• 磁気ロック
• ドアの磁気スイッチ
• 警報装置

• アクセス制御
• 人事管理
• 病原体等の管理
• 廃棄物の適切な

除染/処分
• 適切な輸送手順
• 災害、防犯等訓

練

バイオリスク管理
バイオセーフティとバイオセキュリティ



日本発のデュアルユース性がある研究例
『環状ポリメラーゼ伸長反応を用いた
SARS-CoV-2の逆遺伝学システムの構築』
【研究概要】Circular Polymerase Exten-
sion Reaction （CPER） 法を用いること
で、新型コロナウイルスを2週間で人工合
成する技術を確立した。
【意義】SARS-CoV-2の人工合成技術を誰
もが実施できるように簡単にした。人為的
に遺伝子変異を導入したウイルスを短期間
で作出でき、病原性の解析、ワクチンや抗
ウイルス薬の開発を加速化できる。
【リスク】既存のワクチンや抗ウイルス薬
を無効化する変異株を短期間で創出できる。
悪意をもってパンデミックを引き起こす新
たなコロナウイルスを創出することへ利用
される可能性がある。

（Torii et al., Cell Rep. 35:109014, 2021）



日本発のデュアルユース性がある研究例

［閲覧元］大阪大学の研究ポータルサイト（https://resou.osaka-u.ac.jp/ja/research/2021/20210413_1）



日本発のデュアルユース性がある研究例

［閲覧元］AMEDニュース > 成果情報（https://www.amed.go.jp/news/seika/kenkyu/20210524.html）



感染研所属研究者による機能獲得研究

（Iwata-Yoshikawa et al., Sci Adv. 8:eabh3827, 2022）

『SARS-CoV-2感染におけるワクチン関連
呼吸器疾患亢進を評価するための致死マウ
スモデル』
【研究概要】BALB/cマウスとSARS-CoV-
2のヨーロッパ系統由来マウス継代分離株 
(QHmusX) を用いた致死動物モデルを確立
する。
【 意 義 】致死マウスモデルは、SARS-
CoV-2の疾患発症機序に関する新たな知見
を提供する可能性がある。
【方法】マウスに対して非致死的なSARS-
CoV-2分離株がマウスに対して致死的なウ
イルスを作出するために、若齢マウスを用
いて10回連続継代した。



（Jackson et al. J Virol. 75:1205–1210, 2001）

- 研究の背景 -
オーストラリアの外来生物であるア

ナウサギをポックスウイルスを用いて
不妊化させて個体数を減らす研究を行
うため、マウスとマウスに感染する
ポックスウイルスを代用した。

天然痘ワクチンを無効化する研究

遺伝子組換えポックスウイルスは
ポックスウイルスに抵抗力のある
マウス系統で、事前に免疫したマ
ウスを死に至らしめた。

ポックスウイルスは天然痘ウイル
スに近縁のため、同じ技術を天然
痘ウイルスに応用すると・・・。



論文への批判、批評記事



（Selgelid MJ. EMBO Rep. 11:18–24, 2010）

- 著者2人への個別インタビュー -
• 多くの研究者が抱えている問題の一

つは、（デュアルユース性の）脅威
が何であるかわからないということ
です。

• デュアルユース問題を内包する実験
はたくさんありますが、それを探し
ている人でなければ、それを認識す
ることはできません。

• ほとんどの人は、デュアルユース問
題が目の前にあっても解らないで
しょう。

天然痘ワクチンを無効化する研究



各研究機関による教育と管理
各研究機関にあっては、病原体研究の

危険性を認知し、研究を実施するための
教育を徹底する。研究者養成の段階で科
学・技術の用途の両義性に関する教育を
行なうほか、すでに研究開発に携わって
いる研究者・技術者に対しても本問題に
関する教育の機会を提供する。また、研
究機関としても起こり得る危険性の限局
化の方策を整備し、管理する。

学協会の役割
学協会にあっては、研究者・技術者が

本問題に適切に対処できるよう教育機会
を設け、広報活動を推進するとともに、
論文審査体制のあり方等についても議論
を深める。

［入手元］https://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-22-t184-2.pdf

日本学術会議の提言



DURCに関する教育動画の構成
1. 日本学術会議の提言
2. 「デュアルユース」とは
3. 感染症研究のデュアルユース問題
4. 生物兵器禁止条約
5. オーストラリア・グループ
6. 感染症法による病原体所持規制
7. 家伝法による病原体所持規制
8. 国連安保理事会決議第1540号
9. バイオテロ事件［2例］
10. 米国のバイオセキュリティ強化
11. CIA報告書：より暗い生物兵器の未来
12. エクトロメリアウイルスの強毒化
13. ポリオウイルスの化学合成

14. フィンク・レポート
15. DURと懸念されるDUR（DURC)
16. 米国におけるDURCの監視
17. 検討事例：野兎病菌
18. DURCの機関内監視プロセス概要
19. H5N1 influenza virusの研究［2報］
20. 保健福祉省の公表した7項目基準
21. 機能獲得研究（GOFR）
22. オランダ：Dual-Use Quickscan
23. DURの論文例［5報］
24. アメリカ微生物学会のDURC審査
25. DUR論文出版時の論評
26. DUR論文審査時の出版社の限界



研究立案時のデュアルユース性の検討
⇐ 動物実験、遺伝子組換え



計画段階でのデュアルユース性の検討確認



答え
感染症（・病原体）研究者にデュアルユース問題

を意識させるにはどうしたらよいか？

 デュアルユース問題についての学習
機会を提供する。

 研究申請様式へチェック欄を設けて
意識させる。
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